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1 はじめに
本稿では、ラロン・マ (Larong sMar)語措瓦 (mTsholnga)方言の語彙資料（約 460語）を提

示する。見出し語は日本語・英語を併記し、意味分類に基づいて配列する。加えて、借用語と
認められる語形式には、来源を示す。
ラロン・マ語は、チベット自治区昌都 [Chab-mdo] 1市芒康 [sMar-khams]県および左貢 [mDzo-

sgang]県の瀾滄江沿岸に分布するチベット・ビルマ系言語の１つであり、羌語群に属すると考え
られる（Tashi Nyima & Suzuki 2019）。分布域は芒康県措瓦 [mTsho-lnga]郷、如美 [Rong-smad]

鎮、曲登 [mChod-rten]郷、左貢県仁果 [Ri-mgo]郷が報告されている。本稿で記述するのは、措
瓦郷它亞 [Tha-ya]村で話される方言で、mTsholnga方言と呼ぶ。
鈴木ほか (2022)でまとめたように、ラロン・マ語の記述はいくつかあり、仁果郷の Dongpa

方言については同言語についての簡潔かつ全面的な記述がある（趙昊亮 2019）。語彙資料とし
ては、Suzuki et al. (2018) の Phagpa方言と鈴木ほか (2022)の Rongsmad方言がある 2。ラロ
ン・マ語は、その研究背景から、その姉妹言語であるタヤ・マ (Drag-yab sMar)語とラモ (Lamo)

語とともに記述されることも多い（《昌都地区誌》2005、Suzuki et al. 2018、鈴木等 2022）3。
mTsholnga方言の資料収集は、第２・第３著者が 2019年芒康県内で行った。発話協力者は若
年層に属する男性３名で、芒康県措瓦郷它亞村出身である。やりとりにはカムチベット語およ
び漢語を用い、準備された語彙調査票と文例集（Nagano & Prins 2013）に従って、カムチベッ
ト語からmTsholnga方言への口頭翻訳を通じて記録した。なお、４節の語彙リストの見出しは、
Nagano & Prins (2013)で使用した語彙集の掲載語順に基づく。

1 チベットの地名など固有名詞で漢字で音写されているものには、[ ]内にチベット文語（蔵文）形式
を添える。なお、蔵文は de Nebesky-Wojkowitz (1956)に基づく転写方法を用いる。

2 一方で、Tashi Nyima & Suzuki (2019)に言及される Dangre Chaya方言というのは、本稿で扱う它
亞村の隣村である當熱恰亞村で話される変種と考えられる。ただし、本稿のもととなるデータの収
集と Tashi Nyima & Suzuki (2019) によるデータの収集は方法が異なるため、地理情報について現
在のところ確認が取れていない。

3 加えて、タヤ・マ語の語彙資料として鈴木ほか (2021)、ラモ語の語彙資料として Suzuki et al. (2021a)

がある。
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2 mTsholnga方言の音体系
ラロン・マ語 mTsholnga方言の音体系は以下のように整理できる。音節構造、子音体系、母
音体系、声調に分けて掲げる。なお、記録した語数が比較的少ないため、データに現れない形
式は以下の体系にも現れない点に注意されたい。
本稿で用いる音表記は、分節音については、国際音声字母 (IPA)で規定されるもののほか、朱
曉農 (2010)で明確に定義される主に中国で使用されている音声記号も断りなく用いる 4。超分
節音については、Suzuki & Sonam Wangmo (2019) の方法を基本に、必要に応じて拡張したも
のを用いる。

2.1 音節構造
音節構造は、鈴木 (2005)を参照して以下のように記述する。

CCiGV

このうち Ci（主子音）と V（音節核の母音）が必須である。

2.2 子音
音節構造の主子音位置に現れる音素の一覧は以下のようになる。

A B C D E F G H∗

閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無声無気 p t ú k q P

有声 b d ã g å

破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC

有声 dz dý

摩擦音 無声 s C ç x h

有声 z ý G K H

鼻音 有声 m n ő N ð

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

半母音 有声 w j

∗ A:両唇；B:歯-歯茎；C:そり舌；D:前部硬口蓋；E:硬口蓋；F:

軟口蓋；G:口蓋垂；H:声門

以上の体系について、特に音声学的側面から注意が必要なのは以下の点である。

4 チベット系諸言語における音表記については、Suzuki (2016)を参照。
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• [C]、[ç]と [x]は、チベット系諸言語からの借用語について、後続母音によって自由変異
のように現れるが、本来語についてはそうではない。

• /w/は高母音の前でしばしば [V]となる。

2.3 母音
母音には、舌位置の対立と口母音/鼻母音、きしみ音、そり舌音による特徴に分かれる。

口母音 i e E a A O o u W 0 @ 8

鼻母音 ı̃ ẽ Ẽ ã Ã Õ õ ũ 0̃ @̃ 8̃

きしみ口母音 i
˜

e
˜

E
˜

a
˜

A
˜

O
˜

o
˜

u
˜

W
˜

0
˜

@
˜

8
˜

きしみ鼻母音 õ
˜

そり舌音 E~ @~

きしみ音にも口母音と鼻母音の異なりがあるが、きしみ口母音は体系的に認められるのに対
し、きしみ鼻母音の種類は１つに限られる 5。
そり舌音については、口母音のみが認められ、対応する鼻母音の例はまだ見つかっていない。
/E
˜
/は、音声学的に [æ

˜
]となる例が多い。

2.4 声調
語声調で２種類が区別される：高 ( ¯ )と低 ( ´ )。
声調を担う領域は語頭から２音節目までで、それ以降は弁別的な高さはなく、低平であるこ
とが多い。多音節語で１音節目のみに弁別的な声調が現れる場合、１音節目ののちに ( ’ )で示
す。ただし、mTsholnga方言で該当例は多くない。
一方で、複合語については、１つの語の中で成分（形態素）ごとに上述の規則が適用された
声調を担うことがある。語ごとに決まっているようであり、表記 ( ’ )は音韻論的に重要である。

3 チベット系借用語における形式上の特徴
本節では、語彙リストに含まれるチベット系借用語について、その音対応と語形式について
注目できる点をまとめる。
まず、ラロン・マ語の分布域周辺で話されるチベット系諸言語は母音に長短があり、また末
子音として声門閉鎖音が認められる（Suzuki et al. 2021b, 2022）。一方、ラロン・マ語は常に
開音節となるという異なりがある。このため、ラロン・マ語におけるチベット系借用語では長
短の区別はなくなっている。借用元に鼻母音が期待される借用語の音形は、鼻母音をもつ場合
（たとえば、´tCÃ「壁」<蔵文 gyang）と口母音になったもの（たとえば、¯m

˚
i「熟れる」<蔵文

smin）とある。借用元に声門閉鎖音の末子音が期待される借用語の音形は、おおむねきしみ音
母音に対応する（たとえば、 k̄hA

˜
「針」<蔵文 khab）。このことは、ラロン・マ語の本来語にお

5 ただし、鈴木ほか (2022)が報告するラロン・マ語 Rongsmad方言の例を見ると、きしみ音には対応
する鼻母音が複数認められるため、該当する例はもっと多く存在する可能性がある。
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けるきしみ音母音も歴史的に声門閉鎖音と関連があることを示唆する。
次に、２節でも触れた点であるが、蔵文 sh/zhの対応形式について見ると、次のように調音位

置が複数認められる。前部硬口蓋摩擦音に対応するもの（たとえば、 C̄u
˜
「力」<蔵文 shugs）、

硬口蓋摩擦音に対応するもの（たとえば、´çi ïãE「果物」<蔵文 shing ’bras）、軟口蓋摩擦音に
対応するもの（たとえば、´HGE「歌」<蔵文 gzhas）の３種が見られる。これらのうち、硬口蓋
摩擦音と軟口蓋摩擦音は条件変異で、かつカムチベット語南路方言群を中心とする諸方言の特
徴を反映している（Suzuki et al. 2019）。ラロン・マ語の分布域周辺で話されるチベット系諸言
語では、前部硬口蓋摩擦音もその自由変異として現れることがある一方、そもそもの音対応が
前部硬口蓋摩擦音である方言も複数ある。この点については、現段階で記録している資料から
借用元を特定するのは困難である。
ほかにも、蔵文で母音が aである開音節で終わる語では、/E/に対応する例が多い。同様の事
例は姉妹言語のラモ語やタヤ・マ語にも認められる。これは羌語支を特徴づける brighteningと
呼ばれる現象（Matisoff 2004参照）で、それが借用語に認められるということは、一定程度古
い時期に借用されたことが推定される。
なお、Suzuki (2022)で扱った音特徴から方言区分を考えると、ラロン・マ語 mTsholnga方言
のチベット系借用語の借用元は、大半がカムチベット語南路方言群であると予測できる。さら
に資料を収集して検討する必要がある。

4 語彙リスト
見出し語は日本語とし、続いて英訳、ラロン・マ語 mTsholnga方言の形式、備考の順で配列

する。動詞の形式は接頭辞として方向接辞が付加されているものがあるが、特別に注記してい
ない点に注意されたい。備考欄では、主に借用語の来歴について述べる 6。同一の見出し語に
複数の語形が与えられる場合、/で区切り、かつ改行して掲げる。なお、語彙表には以下の略号
を用いる 7。

1 . . . . . . . . . . . . . . . . １人称
2 . . . . . . . . . . . . . . . . ２人称
3 . . . . . . . . . . . . . . . . ３人称
Chn . . . . . . . . . . . . . . . .漢語
CPV . . . . . . . . . . . .判断動詞
EGP . . . . . . . . . . . . . .向自己

EXV . . . . . . . . . . . .存在動詞
PL . . . . . . . . . . . . . . . . .複数
S1 . . . . . . . . . . . . .第１音節
S2 . . . . . . . . . . . . .第２音節
S3 . . . . . . . . . . . . .第３音節
S4 . . . . . . . . . . . . .第４音節

S5 . . . . . . . . . . . . .第５音節
S6 . . . . . . . . . . . . .第６音節
SEN . . . . . . . . . . . . . . . . 感知
SG . . . . . . . . . . . . . . . . .単数
STM . . . . . . . . . . . . . . . .判断
WrT . . .チベット文語形式

6 mTsholnga方言は Rongsmad方言（鈴木ほか 2022）と同じく、人称による動詞の語形変化が見込ま
れるが、その体系については現時点で明らかにできていない。

7 証拠性の体系についての詳細は、Suzuki & Tashi Nyima (2021)を参照。
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語義 Meaning mTsholnga方言 N.B.

頭 head ¯wA
˜

頭が痛い have a headache ¯wA
˜

´zO

髪 hair ´wA
˜

mu
˜

脳 brain ¯HlE
˜

p@ WrT klad pa

額 forehead t̄hE
˜

p@ WrT thod pa

目 eye ¯Hmi
˜

WrT dmig

眼球 eyeball ¯Hm@ wÃ S1-WrT dmig

眉 eyebrow ¯Hmi
˜

mu
˜

S1-WrT dmig

涙 tear ¯HNi

盲目の blind ´lo wÃ WrT long pa

/ ¯Hmi
˜

´lo wÃ S1-WrT dmig

鼻 nose ¯̊őu

鼻水 nasal mucus ´Pa ő̊O
˜

耳 ear ¯Hna dýO
˜

聾の deaf ´m@ Ko wa

/ ´wÃ mbo

口 mouth ¯hp@

唇 lip ´ő̊tChW do WrT mchu to

舌 tongue ¯ndA
˜

唖の mute ¯hku
˜

pE WrT lkugs pa

歯 tooth ç̄i

呼吸 respiration ¯hp@’ l0
˜

¯wu
˜
’ tha S3-WrT dbugs

声 voice ¯hkE
˜

WrT skad

咳 cough ¯Hlo wa

/ ¯Hlo’ l@ ´tA
˜

顔 face ´kha No WrT kha ngo

恥じる be ashamed ´No ´tshE WrT ngo tsha

頬 cheek ´ïãÃ mbE WrT ’gram pa

こめかみ temple n̄a HdẼ

口ひげ moustache k̄ha hpu WrT kha spu

首 neck ¯hke WrT ske

喉 throat ´th0
˜

ba

肩 shoulder ú̄hA
˜

ba WrT phrag pa

/ ¯hpÕ mba WrT dpung pa

腕 arm ´lA
˜

Na WrT lag ngar

手 hand ´ndi
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語義 Meaning mTsholnga方言 N.B.

指 finger ´ndzW
˜
mu WrT mdzub mo

爪 nail s̄e mõ WrT sen mo

胸 chest k̄hO
˜
ba WrT khug pa

/ ´úÕ khO
˜

WrT brang khug

心臓 heart s̄e WrT sems

/ ¯̊őı̃ WrT snying

腹 belly ´wu

肝臓 liver ¯ő̊tCh ı̃ mba WrT mchin pa

背 back ´li ru

/ ¯hpu
˜

膝 knee p̄õ ti WrT pus mo steng

脚 leg ¯NgW

足 foot ¯NgW

足の不自由な cripple ´tCa wa

体 body ´l0 bu WrT lus po

毛 hair ´mO
˜

皮膚 skin ´ïãÃ mbo

膿 pus ¯Hme

汗 sweat ¯Hmi
˜
tC@

血 blood ´se

骨 bone ´r0 b@ WrT rus pa

筋肉 muscle ¯hpÕ mba WrT dpung pa

力 power C̄u
˜

WrT shugs

見る look ´Ni

匂う smell ´ú@ n
˚

0

聞く listen ´őa

笑う laugh ¯n˚ts
h@

泣く weep ´qo
˜

叫ぶ shout ´qo
˜
´ni tChO

˜
衣服 clothes ´ku zE WrT gos zan

着る put on ¯Ngu
˜

脱ぐ put off p̄h8
˜

WrT phud

裸 naked ¯hkW d@ ´mõ

針 needle k̄hA
˜

WrT khab

糸 thread ´ý0 hkW
˜

S2-WrT skud

縫う sew ´ýe hkW
˜
´j@ tChwã S2-WrT skud
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語義 Meaning mTsholnga方言 N.B.

食べ物 food ´ndze n@
˜

小麦粉 flour ´mi
˜
ndu

肉 meat ´n˚t
hi

/ ´ő̊tChi

果物 fruit ´çi ïãE WrT shing ’bras

種 seed ¯ïãE w@

卵 egg ´Hgo mE WrT sgong ma

塩 salt t̄shi

脂肪 fat ¯n˚t
hu’ xa jo

牛乳 cow milk l̄
˚
O
˜

水 water ´tCi

煮る cook ´htsu WrT btsos

熟れる be ripen ¯m
˚
i WrT smin

食べる eat ´ndz@

なめる lick ´Hdi
˜

飲む drink ´n˚t
hi

吸う suck ´H@ ődýi S2-WrT ’jib

嘔吐する vomit ´ph8

唾を吐く spit ´ődý0 HE ´ke tE
˜

腹が減る be hungry ´wu’ l0 ´wu

喉が渇く be thirsty ¯hti

おいしい be tasty ´ndi mo

甘い sweet ´ndi mo

苦い bitter ¯HbE ´ndz@

酸っぱい sour ¯HbE htCu S2-WrT skyur

苦しみ sufferance ´Hdu
˜

N̊0 WrT sdug bsngal

腐る rotten ´r0 WrT rul

家 house t̄Cõ

家を建てる build a house t̄Cõ ´kO

門 gate ´lE
˜

壁 wall ´tCÃ WrT gyang

屋根 rooftop t̄Cõ ´k@ r@
˜

火 fire ¯mi

煙 smoke ´t0 HE WrT du ba

灰 ash t̄h0 HE WrT thal ba

火が消える be extinguished ¯mi ´ni s@
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語義 Meaning mTsholnga方言 N.B.

燃える burn ´the mba

座る sit ´n@ ndzu
˜

寝る sleep ´ju
˜

夢 dream ¯m@ lE
˜

WrT rmi lam

目覚めさせる make awaken ´re ýA n@ ´ke Co

開く open ´ke tCu

泊まる stay ¯ndzu
˜

陶器の鍋 casserole ´thõ mbE

フライパン frying pan t̄she No WrT tshal rngo

ナイフ knife ´ú@ nE

/ ´ú@ ődý@

刃 blade ´ú@ nE k@ ´x0 g0

埃 dust ´th0 HE WrT thal ba

拭く wipe ´the CA
˜

縄 rope ´tCO lõ

/ ´tCõ
˜

棒 rod ¯HgE

生まれる be born ´re ru ¯ï̊úhwÃ

成長する grow ´te ndz8

生きている alive n̄a ´ma Ci H@

太った fat ´ő̊tChi ´Ci wu ´na Hdý@

やせた thin ´ő̊tChi ´m@ Hdý@

/ ´ő̊tChi ¯hkÃ mbo S2S3-WrT skam po

疲れた tired ´Ka
˜

病気 sickness n̄a sE ´te ý@̃

けがをする be injured ¯HmE ¯htA

痛い have an ache ¯Hz@

かゆい itchy ´ïã@
˜

薬 medicine ¯m
˚

Ẽ WrT sman

医者にかかる see a doctor n̄e dý0

殺す kill ´s@
˜

死ぬ die s̄i

神 deity l̄
˚
E WrT lha

殴り合う fight ¯HdýE ri ´ko S1S2-WrT rgyag res

口げんかする quarrel ¯HbO
˜
’ t@ ´t@ th@ ri ´ko

逃げる escape ´tshE
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語義 Meaning mTsholnga方言 N.B.

追いかける pursue ¯hkW
˜

剣 sword ´ú@ ne ´rı̃ mbo S3S4-WrT ring po

槍 spear ¯ndÕ ´rı̃ mbo WrT mdung ring po

弓 bow ´HrW

矢 arrow ´nd0 l@ S1-WrT mde’u

人 human being N̄@
˜

őE

男 man z̄i

女 woman ´ri

子供 child ¯N̊khE

老人 old man ´lu ´HgE
˜
po WrT lo rgan po

若い young ´lu ´tsa ődýa S1-WrT lo

父 father k̄@

母 mother ´mo

息子 son ¯N̊khE

娘 daughter ´m
˚
i tCW

兄弟姉妹 sibling x̄W çe

兄 elder brother ´tCo Ha

弟 younger brother ´ti ti Chn. didi

姉 elder sister P̄a dýa

妹 younger sister ´po mo ´tChO WrT bu mo chung

夫 husband ¯Hzu Hýo

妻 wife ¯HlE m
˚
je S1-WrT zla

村落 village ´tC0 ndzi

銃を撃つ shoot a gun ´m@ ndE ´Hgj@ WrT me mda’ rgyab

盗む steal k̄u ´w@
˜

S1-WrT rku

仕事する work ´lE xE ´ljã WrT las ka las

休憩する take a rest ´mE hsu ¯htA S1S2-WrT mal gso

皮をむく peel p̄A pE ´xu
˜

S1S2-WrT pags pa bshu

行く go ´xW

来る come ´re nd@

出ていく go out ´ra

入って来る come in ´te nd@

曲がる turn ´jo jõ

腕時計 watch t̄Chu tshi WrT chu tshod

止まる stop ¯Hmi
˜

歩く walk ´xW
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走る run t̄se
˜

速い quick x̄a ri

遅い slow ´ka le WrT ga le

這う crawl ´te phA
˜

道 road ´r@

橋 bridge ´HzÃ mbE WrT zam pa

車輪 wheel ¯N̊khu lu WrT ’khor lo

船 ship ´úu ze S1-WrT gru

言葉 language ¯hkE
˜
’ tCh@ S1-WrT skad

/ ¯hkE
˜
ri
˜

WrT skad rigs

話す speak ¯hkE
˜
’ tCh@ ´x@ di Ho S1-WrT skad

言う say ´x@ di Ho

尋ねる ask ´úi WrT dri

呼ぶ call ´re

名前 name ¯mi

遊ぶ play ´ő@ ndze ´w@
˜

歌 song ´HGE WrT gzhas

歌う sing ´HGE t̄Chi S1-WrT gzhas

踊る dance ´HGE ¯ő̊tChÃ WrT gzhas ’cham

出会う meet k̄@’ di

待つ wait ´ý@ lÃ

殴る hit t̄hi ´HgjA
˜

噛みつく bite ´ïã@
˜

取る fetch ´ýe nde
˜

手にする take t̄Chi ba j̄a

捕まえる catch ´rE tshE

放す release ´úe tChi

投げる throw ´ne HýÃ

触る touch ¯n˚t
h@ ri ´the ý@~

拭く wipe ´the tshA
˜

揺らす shake ´n˚t
he n

˚t
hõ ´r@

押す push ´the HjO
˜

背負う carry on the back ¯hpu

蹴る kick ´Hdo
˜

ndzA ´ke S1-WrT rdog

踏む tread ´te zE
˜

隠す hide t̄C@ hçe ´w@
˜

鈴木 博之・四郎翁姆・才譲三周（2023）『言語記述論集』15: 33-53

42



語義 Meaning mTsholnga方言 N.B.

探す look for ´Hz@

見つける find k̄h@’ de
˜

見せる show ´n@’ úhi
˜

置く put r̄@ ´k@ Cã

する do ´Hzo WrT bzo

/ l̄E WrT las

壊す destroy ´m@ rA
˜
´Hzo S3-WrT bzo

修理する repair ´se pE ´t@ Hzo S1S2-WrT gsar pa

S4-WrT bzo

裂ける split ´n˚t
he tChu

曲がる curve ´jo jõ

洗う wash ´KO
˜

緩める unfasten ´t@ ï̊úhi
˜

かぶる wear ´ýe HGi

突き刺す stick into ´the ndzu
˜

切る cut ´ne k@

混ぜる mix ´re ndu
˜

掘る dig ´te úW
˜

動く move ¯mu
˜

落ちる fall ´ne tshi

濡れた wet t̄Ci tCi

乾いた dry ´r@ r@

考慮する consider ¯hsO nu ´to S1-WrT bsam

知っている know h̄a ´ko WrT ha go

忘れる forget ¯Hme

教える teach ´zE

恐れる fear ¯HGE WrT gzhes

好きである like ´Hga WrT dga’

うれしい glad ´Hga WrT dga’

腹を立てる get angry ¯̊ői ´̊ő@ S1-WrT snying

心 mind s̄e WrT sems

天 sky ´nÃ N̊khE WrT nam mkha’

雲 cloud ¯húı̃ WrT sprin

霧 fog ´húı̃ ma WrT sprin dmar

雨 rain t̄shu

雨が降る it rains t̄shu ´nd@

鈴木 博之・四郎翁姆・才譲三周（2023）『言語記述論集』15: 33-53

43



語義 Meaning mTsholnga方言 N.B.

雷 thunder ´thj@
˜

/ t̄ho
˜

WrT thog

雷が鳴る thunder rolls t̄ho
˜
´Hgj@

˜
WrT thog rgyag

稲光 lightning t̄ho
˜
’ hkE

˜
´w@

˜
S1S2-WrT thog skad

虹 rainbow n̄a me ´na htso

雪 snow ´wi

氷 ice ´tChA ro WrT chab rom

凍る freeze ´tChA ro ´ő̊tChA
˜

WrT chab rom ’khyags

溶ける dissolve ´ma ődýi

太陽 sun ´ni

/ ´ni HW

月 moon ¯Hda wE WrT zla ba

星 star ¯hka mE WrT skar ma

光 light ¯Hlo
˜
s̄E bo WrT glog gsal po

影 shadow ´ú@ N̊A S1-WrT grib

暗い dark ´ni du du

風 wind l̄
˚
Õ pa

風が吹く wind blows l̄
˚
Õ pa ´Hde po ´ke

熱い hot ´htsa hts@

寒い cold ´ndza ndzO

暖かい warm ´ú8 ú8 WrT drod drod

/ ´ú8 Hu WrT drod po

山 mountain ´ri WrT ri

谷 valley ´ýA’ r@ s@

森 forest ´nA
˜
tshE WrT nags tshal

平原 plain t̄hÃ WrT thang

湖 lake ¯Hlo tChu WrT lung chu

川 river t̄Chu WrT chu

水 water ´tCi

泡 bubble ´ne tse

沈む sink ´n@ GW

流れる flow x̄W

岸 bank ´k@ r@

波 wave ¯HlO
˜
pa WrT rlabs pa

石 stone ´Hdu WrT rdo

砂 sand ´Ci mE WrT bye ma
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土 earth ´ndzA
˜

草 grass ´n@ re

木 tree ç̄ı̃ mbo WrT shing po

樹皮 bark ç̄ı̃ mbo G@ ´pA
˜
pa bE S1S2-WrT shing po

S4S5-WrT pags pa

枝 twig ç̄ı̃ mbo ´lA
˜
la S1S2S3-WrT shing po lag

葉 leaf ´lo ma WrT lo ma

花 flower ´mO do
˜

WrT me tog

根 root ¯htsa wE WrT rtsa ba

生長する grow ´te ndzW

動物 animal ´HdA
˜

WrT dwags

鳥 bird ´ődýE ődýE

魚 fish ´őE WrT nya

虫 insect ´őo ndO

犬 dog k̄h0

猫 cat l̄e le WrT le le

馬 horse ´re

ロバ donkey k̄o r@ WrT ku ru

ヤク yak N̄0
˜

羊 sheep l̄a

ぶた pig p̄hA
˜

WrT phag

鶏 chicken ´tCo mo

虎 tiger ¯htA
˜

WrT stag

熊 bear ´tõ
˜

WrT dom

狼 wolf ¯hCÕ Ngo WrT spyang khi

猿 monkey ´te ri úh0

うさぎ hare ´ïãA Ha

ねずみ mouse ´n˚ts
h@
˜

象 elephant ¯HlÃ mbo tChe WrT glang bo che

大がらす raven ´r@ bE
˜

蝶 butterfly t̄Ch@ ma k@ l@
˜

蟻 ant ´úA
˜
’ k@ S1-WrT grog

蜘蛛 spider ´úu wa kha ra

蜜蜂 bee ¯mbÃ Ngo

蚊 mosquito ´m@ ndO

蝿 fly ´m@ ndO
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蚤 flea ´ne htse

蛇 snake r̄u

蛙 frog ¯mE mbE
˜

角 horn ¯ï̊úhw@
˜

爪 claw ¯ndzo

尾 tail ¯Hn@
˜
mE

鳥の巣 bird’s nest ´ődýE ődýE tshO S3-WrT tshang

飛ぶ fly ¯Hwi

泳ぐ swim t̄ChW ődý@ ´ke

円形の circle k̄o Hgo

鋭利な sharp ´si m@

鈍い dull ´úA
˜

まっすぐな straight ´t0 ý0 ýe

大きい big ´te bo

背が高い high ¯n˚t
ho bo WrT mtho po

小さい small ´tCa ődýa

太い large in diametre t̄sõ ´ő@ ő@

長い long ´rı̃ mbo WrT ring po

短い short ´wE wE

厚い thick ´mbO mbO

薄い thin ´rwi rwi

色 colour t̄sh0 khE WrT tshos kha

赤い red n̄e
˜
ne
˜

青い blue ¯̊N8 WrT sngon

黄色い yellow n̄E nE

緑色の green ¯̊N8 N̊8 WrT sngon sngon

白い white ´ï̊úhO ï̊úhO

灰色の gray t̄hE bE WrT thal ba

黒い black ő̄i ői

声 voice ¯hk@
˜

におい smell ´ú@ mE WrT dri ma

強い strong ´N8̃ mbE WrT ngan pa

弱い weak ç̄u
˜

正確な exact ´tCe ýe

よい good ´jA
˜

WrT yag

悪い bad ´Pa wE~
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なめらかな smooth ´ődýÃ mbo WrT ’jam po

古い old ¯Hő@̃ mbE WrT rnying pa

新しい new ¯hsE bE WrT gsar pa

美しい beautiful ¯HNu
˜

HE
˜

清潔な clean ´htsÕ mE WrT gtsang ma

汚い dirty ¯htso
˜
bE WrT btsog pa

硬い hard ¯n˚t
hO
˜
bo

やわらかい soft ¯hsO mo

前 front ¯̊Nu’ re S1-WrT sngon

後ろ back k̄A’ do

中間 middle ¯htCo xo

上 upper k̄a r@

下 lower k̄E’ r@

中 inside ´nA őẽ

外 outside k̄hi’ C@

右 right ¯HjE’ m@ S1-WrT g.yas

左 left ¯Hjo Go S1-WrT g.yon

近い near ´ka ndzA

遠い far t̄hA
˜
´rı̃ mbo WrT thag ring po

高い high ´n˚t
h0 po WrT mthon po

低い low ´tCa ődýa

深い deep ´k@ ndza

浅い shallow s̄@ Na

広い wide ´n˚t
h0 po ¯HN@ ç@

˜
狭い narrow ´tCa ődýa ç̄a to

一緒に together ´t0̃ CA
˜

空の vacant ´htõ mbE WrT stong pa

方向 direction t̄Cho
˜
xe S1-WrT phyogs

東 east C̄a’ tCho
˜

WrT shar phyogs

西 west ´nW
˜
tCho

˜
WrT nub phyogs

南 south l̄
˚
o’ tCho

˜
WrT lho phyogs

朝 morning ´nÃ Ngu

正午 noon ´őı̃ ðå@
˜

S1-WrT nyin

明るい時間 daytime ´őı̃ ðå@
˜

S1-WrT nyin

夕方 evening ´n˚ts
hE nE

夜更け midnight ´n˚ts
hẼ r@ WrT mtshan re
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夜 night ´jO
˜

早い early ´nÃ Ngu

遅い late ´jO
˜

今 now ´xa nda

今すぐ right now ´xa ri

先に firstly ¯̊Nu’ l@ S1-WrT sngon

後で later k̄A do

常に always ´mbo ´xe Hdýi

今日 today p̄@ s@

昨日 yesterday ´ji s@

明日 tomorrow C̄e r@

あさって day after tomorrow ´sa nd@
˜

日 day ´xe Hza

年 year ´lo WrT lo

春 spring ¯htCi
˜

WrT dpyid

夏 summer ¯Hja WrT dbyar

秋 autumn ¯ht8̃ WrT ston

冬 winter ´Hg0̃ WrT dgun

数 numeral ´Pa Ngi WrT ang ki

一 one ´t@ xi

二 two ´ne

三 three ´sO

四 four ´HG@

五 five ´Na

六 six ´tChu

七 seven ´̊ő0

八 eight ´C@

九 nine ´Ngo

十 ten K̄a’ qo

十一 eleven K̄a’ t@

十二 twelve K̄a’ ne

十三 thirteen K̄o’ sO

十四 fourteen K̄o’ HG@

十五 fifteen K̄a Na

十六 sixteen ´Ko tChu

十七 seventeen ´Ke ő̊0
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十八 eighteen ´Ke C@

十九 nineteen ´Ke Ngo

二十 twenty ´nA

二十一 twenty-one ´nA ´t@

二十二 twenty-two ´nA ´ne

二十三 twenty-three ´nA ´sO

三十 thirty s̄u ődýu WrT sum cu

四十 forty ´HGi dýu WrT bzhi bcu

四十一 forty-one ´HGi dýu k@ tC@ ´HGi htCi
˜

S1S2-WrT bzhi bcu

S5S6-WrT zhi gcig

五十 fifty ¯HNO tCu WrT lnga bcu

五十一 fifty-one ¯HNO tCu ´Na htCi
˜

WrT lnga bcu nga gcig

六十 sixty ú̄u
˜
dýu WrT drug cu

七十 seventy ¯HdẼ ődýu WrT bdun cu

八十 eighty ¯HdýE
˜
dýu WrT brgyad cu

九十 ninety ¯Hgu dýu WrT dgu bcu

百 hundred ¯HdýE WrT brgya

二百 two hundred ´ői HdýE WrT gnyis brgya

三百 three hundred s̄ũ HdýE WrT gsum brgya

千 thousand ¯htCi
˜
hto WrT gcig stong

二千 two thousand ´ői hto WrT gnyis stong

万 ten thousand ú̄h@ ji S1-WrT khri

二万 twenty thousand ú̄h@ ne S1-WrT khri

十万 hundred thousand ú̄h@ Ko S1-WrT khri

百万 million ú̄h@ ¯HdýE S1-WrT khri brgya

一回 time t̄he WrT thengs

第一 first P̄ã ´tÃ mbo WrT ang dang po

すべて whole ´ka ðåA

半分 half t̄Chi
˜
kE WrT phyed ka

重い heavy ¯Hdýe
˜

WrT ljed

軽い light j̄E
˜

多い many ´ka pE

少ない a few ´őu őũ WrT nyung nyung

私 I (1SG) N̄o

私たち we (1PL) N̄o ne

あなた you (2SG) n̄e
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あなたたち you (2PL) n̄@ ne

彼/彼女/それ he/she/it (3SG) j̄i

彼ら they (3PL) j̄i ne

自分 self k̄h@ kh@ the

これ this P̄e

あれ that ´tCi

ここ here P̄@ rW

あそこ there t̄Ci rW

誰 who s̄u

何 what ´t@

どれ which ´nde

どんな how ´nd@̃ l@

どこ where ´nd@̃ rW

いつ when s̄W Hdýi
˜
l@

どれくらい how many ´sW li

いくつか some ´m@ nde

まだ not yet ´He Kõ Ng@

である be (CPV.EGP) ´No

である be (CPV.STM) ´x@
˜

ある be (EXV.EGP) ´khu

ある be (EXV.SEN) ¯̊Na

ラサ Lhasa l̄
˚
a sE WrT lha sa
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Wordlist of the mTsholnga dialect of Larong sMar (Japanese-English)

Hiroyuki SUZUKI Sonam Wangmo Tsering Samdrup

Abstract

This article primarily provides a wordlist of Larong sMar (mTsholnga dialect), a Tibeto-Burman

language spoken in mTsholnga Township, sMarkhams County, Chamdo Municipality, Tibet Au-

tonomous Region. The word list contains around 460 words, arranged by semantic fields, in the

order of Japanese-English-mTsholnga. The information of the lexical borrowing is also attached

when necessary.
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